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マテリアルデザイン（材料設計）とはマテリアルデザイン（材料設計）とはマテリアルデザイン（材料設計）とはマテリアルデザイン（材料設計）とは。。。。。。。。。。。。
利用可能な材料の種類を増やし適切な材料を適切な場所に適切な方法【適材適所】で利用する支援
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水 和

組織形成

混和材推定

粉末X線回折装置

粉体中の混合材の

種類と量を推定する
手法確立

打ち重ね判定・再振動効果
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コールドジョイントの
発生防止のための

うち重ね可能時間の

判定と再振動締固め
の効果を検証

養生と Cement の水和

養生温・湿度が

セメントや結合材の

水和反応に及ぼす
影響を水和度と

水和物で調査
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材料 施工

養生
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セメント種の相違と

塩化物イオン遮蔽メカニズム

セメント種類により

塩化物イオンの

固定化メカニズム

が異なると考え、

そのメカニズム

を解明する

Copyright © S.I.T. Material Design Lab.Copyright © S.I.T. Material Design Lab. Since 2009 :  Since 2009 :  http://www.db.shibaura-it.ac.jp/~iyoda/

乾燥収縮強 度 耐久性

養生と乾燥収縮

養生方法や期間の相違
が乾燥収縮量に与える

影響を調査

深さ位置での乾燥度

周囲の環境影響を受けた
場合の内部水分分布を

小型湿度センサーで調査
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N

養生と耐久性

養生日数の相違で

物質移動抵抗性に著しい
差がみられると考え、

中性化と塩害で調査

養生と吸水性

養生方法や期間により

表層からの深さ位置で

透水係数が異なると考え、
その定量化を検討する

養生3日 養生5日

気中面

封緘面

両端開放面

真空吸水試験

含浸材塗布の有無判定 表面含浸材の劣化抵抗性
含浸材

塗布面

含浸材

無塗布

既に劣化因子が浸透した
コンクリートへ塗布した

表面含浸材の効果を検証
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含浸材塗布

含浸材無塗布

含浸材は無色透明

のものが多いため、

塗布の有無や量を
確認する手法を

確立する
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点検 補修


